
26A004 担当形態

開講学期 2

教科書
[書名／著者
名／出版社]

プリントを毎時間配布する。

受講生への
メッセージ

ヒトの暮らしに関わることの多い動物を、生態や文化などいろいろな角度から紹介します。動物に
興味のある学生の受講を希望します。

参考書
[書名／著者
名／出版社]

なし

第8回 コウモリとヒトの暮らし 家に住むコウモリについてまとめる
事前・事後
学修時間

(分／授業1回）
180分／授業1回

身近な危険な動物についてまとめる

第7回 ネコとヒトの暮らし ネコが人の生活に果たす役割についてまとめる 第15回 長崎県の天然記念物 郷土の守るべき自然についてまとめる

第6回 タヌキとキツネとアライグマとヒトの暮らし 身近にいる獣についてまとめる 第14回 危険な動物とヒトの暮らし

蛍と自然環境についてまとめる

第5回 ヘビとヒトの暮らし 毒蛇についてまとめる 第13回 イモリとヤモリとヒトの暮らし
家の近くにすむ動物の人との関係についてま
とめる

第4回 ダンゴムシとヒトの暮らし ダンゴムシの生態や遊び方についてまとめる 第12回 ホタルとヒトの暮らし

童謡の意味についてまとめる

第3回 ネズミとヒトの暮らし ネズミが原因の伝染病についてまとめる 第11回 ウサギとヒトの暮らし 家畜と野生の動物についてまとめる

第2回 カエルとヒトの暮らし
身近なカエルの生態系での役割についてまとめ
る

第10回 カタツムリとヒトの暮らし

事前・事後学修

第1回 蚊とヒトと暮らし 蚊の駆除や防除についてまとめる 第9回 カメとヒトの暮らし 外来種についてまとめる

回数 授業計画 事前・事後学修 回数 授業計画

授業の主題
ヒトは地球生態系の中の一員であり、他の動物や植物との連携なしには生きていくことはできません。「ヒ
トと生物」では、身近な動物を通じて、生態系のことを学びます。

課題等への対応
(フィードバックの方法等)

毎時間、講義の最後にレポートを書かせます。レポートに対してはコメントをつけて返却します。
レポートは、点数化し、テストの40％分とします。

授業の方法
毎時間プリントを配布し講義形式で展開していきます。
テストは、15回分のプリント持ち込みで実施します。

アクティブ・ラーニングの
実施方法

科目区分

実務の経験を有する教員担当科目
実務の経験内容及び

科目との関連

科目に含める
ことが必要な

事項

授業形態 講義 履修条件
教育職員免許法
施行規則に
定める

科目区分等

担当者 松尾　公則 単独

対象学科・
コース

全学科 配当年次 2年次 春学期 単位数
必修・選択

の別
選択 免許・資格要件

科目区分 教養科目 授業科目名 ヒトと生物 科目コード



定
期
試
験

臨
時
試
験

提
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物

発
表
内
容

受
講
態
度

実
習
評
価

レベル１

（Ｆ：59%以下）

①
学習
意欲

40 40
理解度も文章表現能力
も極端に低い。

②
規律性

③
知識

60 60
理解度も文章表現能力
も極端に低い。

④
技能

⑤
情報
活用
能力

⑥
課題
解決力

⑦
言語
活用
能力

⑧
コミュ
ニケー
ション
力

⑨
主体性

⑩
協働性

100 60 40合計

実
践

行
動
・
応
用

表
現

理解度も文章表能力も
まずまずである。

理解度も文章表現能力も
低い。

レポート
十分に理解し、文章表
現の完成度も高い。

十分に理解している
が、文章表現に難が見
られる。

理解度も文章表能力も
まずまずである。

理解度も文章表現能力も
低い。

卒
業
認
定
・
学
位
授
与
の
方
針
（

デ
ィ

プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
）

尽
心

態
度
・
志
向

講義内容のまとめを確
実に文章化できる。

真面目さ

創
造

知
識
・
技
能

講義内容を正しく理解
し、表現できる。

専門的知識

思
考
・
判
断

筆記試験
十分に理解し、文章表
現の完成度も高い。

十分に理解している
が、文章表現に難が見
られる。

評価基準

学
修
成
果
の
大
分
類

学修成
果の
中分類
[10の
力]

学
修
成
果
の

配
点
比
率

(

%

)

評価方法の配点比率（％） 学修成果の小分類 尺度

学修成果の到達目標 修得する能力 評価方法／評価指標
レベル５

（Ｓ：100～90%）

レベル４

（Ａ：89～80%）

レベル３

（Ｂ：79～70%）

レベル２

（Ｃ：69～60%）


